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【補足】
内容欄はどの部分（何章orページ）をどの様に変更したかを明記。
変更内容は該当箇所を確認することで理解できるはずなので、適度な抽象度で表現すること
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[bookmark: _Toc12467886]はじめに
このドキュメントがモデル流通プロセスのどの工程で必要とされるものかをフローチャートを示し明記。
このドキュメントはOEMとサプライヤ間や1次サプライヤと2次サプライヤ間で行われるモデル流通プロセスに活用される内部仕様書の雛形である。
本ドキュメントで想定するモデル流通プロセスは以下である。


2

仕様書に漏れは
ないか
依頼先がモデル開発に着手
依頼元と依頼先で納品前チェック会を実施
仕様書の修正
納品モデルが仕様に合致しているか
依頼元へ納品。サポート開始
依頼先がモデルを修正
依頼元が依頼先へ提出する外部仕様書を作成

依頼先が依頼元へ提出する
内部仕様書を作成

依頼先と依頼元で仕様に関する摺合せを実施
←本仕様書が該当するプロセス
Yes
No
Yes
No




























【補足】納品チェック後に仕様間違いが発覚した場合は、再度プロセスを回す





[bookmark: _Toc12467887]全般
[bookmark: _Toc12467888]2.1 名称
どんな車両を想定した対象モデルを記述
（記述例）ハイブリッド車用モータ・ジェネレータモデル


[bookmark: _Toc12467889]2.2 用途
使用プロセス
想定しているプロセス図とその中のどこで使用するかを記述
（記述例）図１に示すV字プロセスで使用する。


[image: ]今回の適用範囲

図1．適用Vプロセス




【用途】
  何を計算する為にこのモデルを使用するかを記載。

（記述例1）
· 他モデルと結合し、車両レベルの燃費計算に使用

（記述例2）
· 車両性能を満足する対象システムの性能出し

[bookmark: _Toc12467890]2.3 一般情報
モデルが組込まれる車両情報を記載。車種には使用燃料とコンベ車、ハイブリッド車等の区別できる情報を記載

（記述例）
  本モデルが組込まれる車両情報を以下に記載する。
· 車種：ガソリンコンベ車
· 形態：乗用車
· セグメント：C（中型車、エンジン排気量1800 cc）
· ボディタイプ：ミドルセダン
· 駆動方式：2WD（FF）


[bookmark: _Toc12467891]2.4 納品物一覧
納品予定物を以下に記載
依頼先へ納めるモデル等の一覧を記載

（記述例）
· 実行可能なシミュレーションモデル一式
· 実行手順書
· 検証結果ファイル
· モデル解説書



[bookmark: _Toc12467892]モデル要件
[bookmark: _Toc12467893]3.1 接続するモデリングツールやバージョン
使用予定のPF系ツール名とバージョンを記載。また使用予定のSimscapeライブラリやカスタムライブラリもここで明記。

（記述例）
· ツール名：MATLAB/Simulink, Simscape
· バージョン：R2018a


[bookmark: _Toc12467894]3.2 動作環境
適用するシミュレーション形態とそれに関連する環境仕様を記述
納品時のモデル計算速度の条件を合わせる為に、検証に用いたPCスペックを記載すること。同様にモデルをHILSやRapid-Proに実装する場合はその情報も。

（記述例）
＜MILS＞
使用予定PC仕様
CPU：Core-i7（第8世代）-2.4 GHz、RAM：16 GB
OS：Windows10-Pro, 64 bit
コンパイラ：MinGW5.3もしくはVisual Studio pro 2018

＜HILS＞
使用予定HILS仕様
会社名:dSPACE
製品名：SCALEXIO
製品型式：XXXXX
ソフトバージョン名：ControlDesk- xx

＜Rapid-Pro＞
使用エミュレータ仕様
会社名:dSPACE
製品名：microAutobox
製品型式：XXXXX
ソフト名とバージョン：ControlDesk- xx

[bookmark: _Toc12467895]3.3 シミュレーション設定 (Configuration Parameter)
ソルバータイプ、ソルバー名、サンプリングタイム等、他モデルとの連成する上で共通化すべき情報を明記。情報量が多い場合は別ファイルにしても可。

(記述例）
ソルバーや Simscape の Solver Configuration ブロックに反映したConfig情報はConfigList.xlsx、Simscape_ConfigList.xlsxとして添付する。


【補足】
添付ファイルはMatlab/Simulink-R2018aを元に作成。バージョンが異なる場合は項目を見直すこと。










[bookmark: _Toc12467896]3.4 見積計算速度
予定計算速度を記載。

（記述例）
実時間の5倍速以下で設計予定（10秒のシナリオをシミュレーション時間2秒以内で実現）




[bookmark: _Toc12467897]3.5 モデル秘匿化
モデルの秘匿化実施/未実施を記載。

（記述例）
mex64形式での秘匿状態（隠蔽）での納品とする。


[bookmark: _Toc12467898]3.6 参考ガイドライン
参考予定のガイドラインを明記。

（記述例）
可読性・可視性の向上、安定した計算の実現を目的に以下のガイドラインを参考にする

· PLANT MODELING GUIDELINES USING Matlab/Simulink Ver2.1（JMAAB）




[bookmark: _Toc12467899]要求機能と実現方法
[bookmark: _Toc12467900]4.1 モデル化対象範囲
要求モデルと全体モデルとの構造的な関係が分かる図を明記。また、エンジンモデルでフライホイールはモデル化しないといったモデル化対象範囲で補足説明が必要な場合はここで明記すること。

（記述例）
xxxxxモデルは図3車両モデル内の赤枠部に組込まれ使用される。
なお、xxxxのyyyy部は今回モデル化していない。


[image: ]
図3.車両モデル概略












[bookmark: _Toc12467901]4.2 モデル要求機能
依頼元が対象プラントモデルにどこまでの物理現象を網羅して欲しいかを記載。また、逆に依頼元から網羅しなくても良い物理現象が既に分かっていれば、ここで記載

（記述例）
[モータ]
コントローラから指示された要求トルクをバッテリモデルから供給される電力を元に算出。
計算結果には過渡応答及びモータトルク発生時にロスされるエネルギも考慮した。（モータ効率を考慮）
また、モータトルクには最大モータ電流値以上のトルクが出力しないように制限機能を設けた。（簡易インバータ機能を内蔵）
モータ効率には温度特性は考慮せず。


[bookmark: _Toc12467902]4.3 機能実現方法
隠蔽化する場合はこの項目は不要。
実現方法としては、物理法則に従った数式やマップで作成等の情報を記述。


[bookmark: _Toc12467903]4.4 モデル外観イメージ
想定しているモデルブロック図のイメージを記載



（記述例）
モータ・ジェネレータモデルの外観イメージを図３に示す。
[image: ]

図３.モデル外観イメージ図


[bookmark: _Toc12467904]4.5 入出力信号及びパラメータ仕様
入出力信号の仕様を依頼元から情報開示する場合は、その仕様を記載
符号の考え方や単位、最大値・最小値、データの型等

[bookmark: _Toc12467905]4.5.1 ノード



	ポート名
	物理
ドメイン
	Through/
Across
	内容

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	



【補足】符号は車両を前進させる方向を正とする。




[bookmark: _Toc12467906]4.5.2 モニタ変数


	変数名
	内容
	範囲
	初期値
	単位

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	






[bookmark: _Toc12467907]4.5.3 入力


	ポート名
	内容
	範囲
	初期値
	単位

	
	
	
	
	





[bookmark: _Toc12467908]4.5.4 出力


	ポート名
	内容
	範囲
	初期値
	単位

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	






[bookmark: _Toc12467909]4.5.5 パラメータ


	変数名
	内容
	範囲
	単位

	
	
	
	

	
	
	
	






[bookmark: _Toc12467910]4.5.6 データ型
  データ型の仕様を明記

（記述例）
全てdoubleで設計のこと


[bookmark: _Toc12467911]4.6 動作保証範囲
設計モデルの動作保証範囲を記載。
どのくらいの物理量（温度やトルク/回転数等）の範囲で保証するのか


[bookmark: _Toc12467912]4.7 その他関連情報
その他依頼先に伝えたい情報を記載。






[bookmark: _Toc12467913]検証
[bookmark: _Toc12467914]5.1 検証シナリオと判断基準
依頼元の要求機能を確認できる検証項目を具体的に明記。検証項目、判断基準は実機が存在する場合と存在しない場合で内容が異なるので、どちらのケースであるかを明記しつつ具体的に記載すること
検証方法がイメージできる図を明記

（記述例）
· 共通
· 目標トルクをステップ時間1sec、振幅100Nで10秒間指令した際シミュレーション時間が2秒以下なこと
· 実機が存在しない場合
· 指示されたモータトルクが0.1 %以内の誤差で出力されること。（0-5000 rpm/ 0-110 Nm ）
· モデルの特性や挙動が物理現象と定性的に合致していること
· ただし、指示トルクがモータの電流制限を超えた場合、電流制限応じたトルクに制限されること。
· 実機が存在する場合
· 全検証条件にて実機との精度が±xxxNm（yy%）以下なこと
· モータ停止状態から5000 rpm±165 Nm出力時までの応答性（時定数）が実測値（別途提供）と±xxx Nmで合致すること。


[bookmark: _Toc12467915]5.2 検証結果
  To Be Determined…








[bookmark: _Toc12467916]サポート要件
[bookmark: _Toc12467917]6.1 サポート内容

（記載例）
· 初期導入オンサイトサポート（3日）
· エラー発生時のサポート（常時）


[bookmark: _Toc12467918]6.2 サポート期間

（記載例）
· プロジェクトが完了する2020年6月末まで


[bookmark: _Toc12467919]6.3 問い合わせ

（記載例）
· メール：jmaab-pmws@mathworks.com 
· TEL：xxxx - yyyy - zzzz
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ConfigList.xlsx


ConfigList.xlsx
Sheet1

		項目（% Solver） コウモク		項目ラベル コウモク		(記述例) 値or仕様 キジュツ レイ アタイ シヨウ

		開始時間		StartTime		0

		終了時間		StopTime		660

		タイプ		SolverType		Variable-step

		ソルバー		Solver		VariableStepAuto

		最大ステップ サイズ		MaxStep		auto

		最小ステップ サイズ		MinStep		auto

		初期ステップ サイズ		InitialStep		auto

		相対許容誤差		RelTol		auto

		絶対許容誤差		AbsTol		auto

		形状の保存		ShapePreserveControl		DisableAll

		連続的な最小ステップ数		MaxConsecutiveMinStep		1

		連続積分の分離を有効化		DecoupledContinuousIntegration		off

		積分の最小のゼロクロッシングの影響を有効化		MinimalZcImpactIntegration		off

		データ転送に対するレート変換を自動的に取り扱う		AutoInsertRateTranBlk		off

		優先順位の値が高いほどタスクの優先順位が高いことを示す		PositivePriorityOrder		off

		ゼロクロッシング コントロール		ZeroCrossControl		DisableAll

		項目（% Data Import/Export） コウモク		項目ラベル コウモク		(記述例) 値or仕様 キジュツ レイ アタイ シヨウ

		外部入力の読み込み		LoadExternalInput		off

		初期状態の読み込み		LoadInitialState		off

		時間の保存		SaveTime		on

		時間変数		TimeSaveName		tout

		状態の保存		SaveState		off

		形式		SaveFormat		Array

		出力の保存		SaveOutput		off

		最終状態の保存		SaveFinalState		off

		信号のログ		SignalLogging		off

		データ ストア		DSMLogging		off

		データセットのデータをファイルにログ		LoggingToFile		off

		データセットの信号形式		DatasetSignalFormat		timeseries

		単一のシミュレーション出力		ReturnWorkspaceOutputs		off

		ワークスペース データのログをシミュレーション データ インスペクターに記録		InspectSignalLogs		off

		データ点を制限します		LimitDataPoints		off

		間引き		Decimation		1

		出力オプション		OutputOption		RefineOutputTimes

		リファイン ファクター		Refine		1

		項目（% Optimization） コウモク		項目ラベル コウモク		(記述例) 値or仕様 キジュツ レイ アタイ シヨウ

		ブロック削減		BlockReduction		on

		信号ストレージの再利用		OptimizeBlockIOStorage		on

		boolean データを保存するためにビットセットを使用		DataBitsets		off

		ステートの設定を保存するためにビットセットを使用		StateBitsets		off

		boolean データをビット フィールドにパッキング		BooleansAsBitfields		off

		ベクトルの割り当てに対して memcpy を使用		EnableMemcpy		on

		配列のインデックスを簡略化する		StrengthReduction		off

		サイズと次元が異なるバッファーの再利用		DifferentSizesBufferReuse		off

		Bus Assignment ブロックの上書きによる更新の実行		BusAssignmentInplaceUpdate		on

		Data Store Read ブロックと Data Store Write ブロックのバッファーの再利用		OptimizeDataStoreBuffers		on

		生成されたコードにおけるブロック演算順序の最適化		OptimizeBlockOrder		off

		グローバル データ アクセスの最適化		GlobalVariableUsage		None

		グローバル ブロック出力の再利用		GlobalBufferReuse		on

		ローカル ブロック出力の再利用		BufferReuse		on

		余分なローカル変数の削除 (式のたたみ込み表現)		ExpressionFolding		on

		ローカルなブロックの出力を有効にする		LocalBlockOutputs		on

		カスタム最適化を指定		OptimizationCustomize		on

		条件付き入力分岐実行		ConditionallyExecuteInputs		on

		boolean データ (対 double) として論理信号を処理		BooleanDataType		on

		アプリケーションのライフスパン (日)		LifeSpan		1

		固定小数点の正味勾配計算に除算を使用		UseDivisionForNetSlopeComputation		on

		浮動小数点の乗算を使用して勾配設定を補正		UseFloatMulNetSlope		on

		指定不足のデータ型の既定値		DefaultUnderspecifiedDataType		double

		指定した最小値と最大値を使用した最適化		UseSpecifiedMinMax		off

		ルート レベル I/O のゼロ初期化を削除		ZeroExternalMemoryAtStartup		off

		float と double を 0.0 に初期化するために memset を使用		InitFltsAndDblsToZero		off

		内部データのゼロ初期化を削除		ZeroInternalMemoryAtStartup		off

		範囲外の値をラップする浮動小数点から整数への変換コードを削除		EfficientFloat2IntCast		on

		浮動小数点から整数への変換で　NaN が 0 にマッピングされて飽和したコードを削除		EfficientMapNaN2IntZero		on

		除算演算の例外処理を防止するコードを削除		NoFixptDivByZeroProtection		on

		コンパイラ最適化レベル		SimCompilerOptimization		off

		詳細なアクセラレータのビルド		AccelVerboseBuild		off

		既定のパラメーター動作		DefaultParameterBehavior		Inlined

		memcpy しきい値 (バイト)		MemcpyThreshold		64

		インライン不変信号		InlineInvariantSignals		on

		ループ展開のしきい値		RollThreshold		5

		最大スタック サイズ (バイト)		MaxStackSize		Inherit from target

		再利用可能なサブシステムの出力を渡す		PassReuseOutputArgsAs		Individual arguments

		バッファーの再利用のガイドとして信号のラベルを使用		LabelGuidedReuse		off

		自動的に作成される列挙型の基本ストレージ型		ActiveStateOutputEnumStorageType		Native Integer

		互換性のない最適化を無効にする		AdvancedOptControl

		再利用可能なサブシステムのバッファー		BufferReusableBoundary		on

		サブシステム出力に使用する引数の最大数		PassReuseOutputArgsThreshold		12

		項目（% Diagnostics） コウモク		項目ラベル コウモク		(記述例) 値or仕様 キジュツ レイ アタイ シヨウ

		代数ループ		AlgebraicLoopMsg		error

		代数ループの最小化		ArtificialAlgebraicLoopMsg		warning

		ブロック優先順位違反		BlockPriorityViolationMsg		warning

		最小ステップ サイズ違反		MinStepSizeMsg		warning

		サンプル ヒットの時間調整		TimeAdjustmentMsg		none

		連続的なゼロクロッシング違反		MaxConsecutiveZCsMsg		error

		指定のないサンプル時間の継承		UnknownTsInhSupMsg		warning

		ソルバー データの不整合		ConsistencyChecking		none

		自動ソルバー パラメーターの選択		SolverPrmCheckMsg		none

		不要な離散微分信号		ModelReferenceExtraNoncontSigs		error

		状態名の衝突		StateNameClashWarn		warning

		SimState インターフェイスのチェックサムの不一致		SimStateInterfaceChecksumMismatchMsg		warning

		古いリリースからの SimState オブジェクト		SimStateOlderReleaseMsg		error

		-1 のサンプル時間が指定されたソース ブロック		InheritedTsInSrcMsg		warning

		マルチタスク レート変換		MultiTaskRateTransMsg		error

		シングルタスク レート変換		SingleTaskRateTransMsg		none

		マルチタスクの条件付き実行サブシステム		MultiTaskCondExecSysMsg		error

		同じ優先順位を持つタスク		TasksWithSamePriorityMsg		warning

		Signal Specification ブロックで指定されたサンプル時間にする		SigSpecEnsureSampleTimeMsg		warning

		信号の関連付け		SignalResolutionControl		UseLocalSettings

		特異値行列による除算		CheckMatrixSingularityMsg		none

		オーバーフローで飽和		IntegerSaturationMsg		warning

		指定不足のデータ型		UnderSpecifiedDataTypeMsg		none

		シミュレーション範囲のチェック		SignalRangeChecking		none

		オーバーフロー時にラップ		IntegerOverflowMsg		warning

		Inf または NaN のブロック出力		SignalInfNanChecking		none

		string 切り捨てチェック		StringTruncationChecking		error

		識別子の "rt" 接頭辞		RTPrefix		error

		ダウンキャストの検出		ParameterDowncastMsg		error

		オーバーフローの検出		ParameterOverflowMsg		error

		アンダーフローの検出		ParameterUnderflowMsg		none

		桁落ちの検出		ParameterPrecisionLossMsg		warning

		調整可能性の消失を検出		ParameterTunabilityLossMsg		warning

		書き込み前の読み取りを検出		ReadBeforeWriteMsg		UseLocalSettings

		読み取り後の書き込みを検出		WriteAfterReadMsg		UseLocalSettings

		書き込み後の書き込みを検出		WriteAfterWriteMsg		UseLocalSettings

		マルチタスク データ ストア		MultiTaskDSMMsg		error

		データ ストア名の重複		UniqueDataStoreMsg		none

		指定不足の初期化の検出		UnderspecifiedInitializationDetection		Classic

		同じタイム ステップで実行する複数の駆動ブロックを検出		MergeDetectMultiDrivingBlocksExec		none

		定義されていないサブシステムの初期出力のチェック		CheckSSInitialOutputMsg		on

		実行コンテキストの実行時の出力をチェック		CheckExecutionContextRuntimeOutputMsg		off

		配列範囲の超過		ArrayBoundsChecking		none

		Model Verification ブロックを有効にする		AssertControl		UseLocalSettings

		シンボリック次元指定の許可		AllowSymbolicDim		on

		不必要な型変換		UnnecessaryDatatypeConvMsg		none

		ベクトル/行列ブロック入力変換		VectorMatrixConversionMsg		none

		32 ビットの整数を単精度浮動小数点に変換		Int32ToFloatConvMsg		warning

		アンダーフローの検出		FixptConstUnderflowMsg		none

		オーバーフローの検出		FixptConstOverflowMsg		none

		桁落ちの検出		FixptConstPrecisionLossMsg		none

		信号ラベルの不一致		SignalLabelMismatchMsg		none

		接続されていないブロックの入力端子		UnconnectedInputMsg		warning

		接続されていないブロックの出力端子		UnconnectedOutputMsg		warning

		接続されていないライン		UnconnectedLineMsg		warning

		ルートの Outport ブロックの未定義のバス オブジェクト		RootOutportRequireBusObject		warning

		要素名の不一致		BusObjectLabelMismatch		warning

		ベクトルとして扱われるバス信号		StrictBusMsg		ErrorLevel1

		バス信号として扱われる非バス信号		NonBusSignalsTreatedAsBus		none

		バス選択を修復		BusNameAdapt		WarnAndRepair

		無効な関数呼び出し接続		InvalidFcnCallConnMsg		error

		コンテキスト依存の入力		FcnCallInpInsideContextMsg		warning

		アップグレードの必要な S-function		SFcnCompatibilityMsg		none

		ブロックの動作は信号のフレームの状態に依存する		FrameProcessingCompatibilityMsg		error

		Model ブロック バージョンの不一致		ModelReferenceVersionMismatchMessage		none

		端子とパラメーターの不一致		ModelReferenceIOMismatchMessage		none

		無効なルートの Inport/Outport ブロックの接続		ModelReferenceIOMsg		none

		サポートされないデータ ログ		ModelReferenceDataLoggingMessage		warning

		ブロック線図は無効化されたライブラリ リンクを含む		SaveWithDisabledLinksMsg		warning

		ブロック線図はパラメーター付きのライブラリ リンクを含む		SaveWithParameterizedLinksMsg		warning

		未使用のデータ、イベント、メッセージおよび関数		SFUnusedDataAndEventsDiag		warning

		予期せぬバックトラッキング		SFUnexpectedBacktrackingDiag		warning

		チャート初期化の無効な入力データ アクセス		SFInvalidInputDataAccessInChartInitDiag		warning

		無条件のデフォルト遷移がない		SFNoUnconditionalDefaultTransitionDiag		warning

		自然な親を外れた遷移		SFTransitionOutsideNaturalParentDiag		warning

		到達不能の実行パス		SFUnreachableExecutionPathDiag		warning

		指示のないイベント ブロードキャスト		SFUndirectedBroadcastEventsDiag		warning

		条件アクションの前に指定された遷移アクション		SFTransitionActionBeforeConditionDiag		warning

		Moore チャートにおける出力の書き込み前の読み取り		SFOutputUsedAsStateInMooreChartDiag		error

		サンプリング周期よりも短い絶対時間の時相値		SFTemporalDelaySmallerThanSampleTimeDiag		warning

		リーフ ステートでの自己遷移		SFSelfTransitionDiag		warning

		入力イベントがある場合に無効になる '初期化時実行'		SFExecutionAtInitializationDiag		none

		データ ストア メモリの代わりにマシンを親とするデータを使用		SFMachineParentedDataDiag		warning

		無視されたゼロクロッシング		IgnoredZcDiagnostic		warning

		初期状態が配列		InitInArrayFormatMsg		warning

		マスクされたゼロクロッシング		MaskedZcDiagnostic		warning

		識別子の最大の長さが不十分		ModelReferenceSymbolNameMessage		warning

		許可された単位系		AllowedUnitSystems		all

		単位の不一致メッセージ		UnitsInconsistencyMsg		warning

		自動単位変換を許可		AllowAutomaticUnitConversions		on

		あいまいなカスタム ストレージ クラスの最終値を検出		RCSCObservableMsg		warning

		再利用されないカスタム ストレージ クラスを検出		RCSCRenamedMsg		warning

		コード生成およびシミュレーション用に出力メソッドと更新メソッドを結合		ForceCombineOutputUpdateInSim		off

		項目（% Hardware Implementation） コウモク		項目ラベル コウモク		(記述例) 値or仕様 キジュツ レイ アタイ シヨウ

		ハードウェア ボード		HardwareBoard		None

		製品デバイスのベンダーとタイプ		ProdHWDeviceType		Intel->x86-64 (Windows64)

		long long のサポート		ProdLongLongMode		off

		テスト ハードウェアを製品ハードウェアと同じにする		ProdEqTarget		on

		C プリプロセッサの符号付き整数の最大ビット数		TargetPreprocMaxBitsSint		32

		C プリプロセッサの符号なし整数の最大ビット数		TargetPreprocMaxBitsUint		32

		項目（% Model Referencing） コウモク		項目ラベル コウモク		(記述例) 値or仕様 キジュツ レイ アタイ シヨウ

		リビルド		UpdateModelReferenceTargets		IfOutOfDateOrStructuralChange

		並列モデルの参照ビルドを有効化		EnableParallelModelReferenceBuilds		off

		最上位モデルごとに可能なインスタンスの総数		ModelReferenceNumInstancesAllowed		Multi

		可変サイズの信号のサイズを伝播		PropagateVarSize		Infer from blocks in model

		代数ループの発生の最小化		ModelReferenceMinAlgLoopOccurrences		off

		参照モデルの厳密なスケジューリング チェックを有効にする		EnableRefExpFcnMdlSchedulingChecks		on

		参照モデルの外のすべての信号のラベルを伝播		PropagateSignalLabelsOutOfModel		off

		コード生成で固定サイズのスカラーのルート入力を値渡しで行う		ModelReferencePassRootInputsByReference		on

		モデルの依存関係		ModelDependencies

		並列プールの整合性チェックを実行		ParallelModelReferenceErrorOnInvalidPool		on

		参照モデルにカスタム コードを含める		SupportModelReferenceSimTargetCustomCode		off

		項目（% Simulation Target） コウモク		項目ラベル コウモク		(記述例) 値or仕様 キジュツ レイ アタイ シヨウ

		MATLAB 関数での動的メモリ割り当て		MATLABDynamicMemAlloc		off

		コンパイル時の MATLAB 関数の再帰限界値		CompileTimeRecursionLimit		50

		MATLAB 関数の実行時再帰を有効にする		EnableRuntimeRecursion		on

		セミコロンなしのエコー表現		SFSimEcho		on

		応答性を確保		SimCtrlC		on

		メモリの整合性を確保		SimIntegrity		on

		インポートしたバスと列挙型に対して typedef を生成する		SimGenImportedTypeDefs		off

		シミュレーション ターゲットのビルド モード		SimBuildMode		sf_incremental_build

		予約名		SimReservedNameArray

		カスタム コードのシンボルを解析		SimParseCustomCode		on

		ソース ファイル		SimCustomSourceCode

		ヘッダー ファイル		SimCustomHeaderCode

		初期化関数		SimCustomInitializer

		終了関数		SimCustomTerminator

		インクルード ディレクトリ		SimUserIncludeDirs

		ソース ファイル		SimUserSources

		ライブラリ		SimUserLibraries

		定義		SimUserDefines

		シミュレーション中のブレークポイント設定を許可		SFSimEnableDebug		off

		項目（% Code Generation） コウモク		項目ラベル コウモク		(記述例) 値or仕様 キジュツ レイ アタイ シヨウ

		関数 reset の削除		RemoveResetFunc		on

		既存の共有コード		ExistingSharedCode

		言語		TargetLang		C

		Toolchain		Toolchain		Automatically locate an installed toolchain

		ビルド構成		BuildConfiguration		Faster Builds

		優先順位が設定された目的		ObjectivePriorities		RAM efficiency

		コード生成前にモデルをチェック		CheckMdlBeforeBuild		Off

		SIL シミュレーションでソースレベル デバッグを有効にする		SILDebugging		off

		コード生成のみ		GenCodeOnly		on

		コードとアーティファクトのパッケージ化		PackageGeneratedCodeAndArtifacts		off

		詳細なビルド (コマンド表示)		RTWVerbose		on

		.rtw ファイルを残す		RetainRTWFile		off

		TLC プロファイル		ProfileTLC		off

		コード生成時に TLC デバッガーを実行		TLCDebug		off

		コード生成時に TLC カバレッジを実行		TLCCoverage		off

		TLC アサーションを有効にする		TLCAssert		off

		シミュレーション ターゲットと同じカスタム コードの設定を使用		RTWUseSimCustomCode		off

		ソース ファイル		CustomSourceCode

		ヘッダー ファイル		CustomHeaderCode

		インクルード ディレクトリ		CustomInclude

		ソース ファイル		CustomSource

		ライブラリ		CustomLibrary

		カスタム LAPACK ライブラリのコールバック		CustomLAPACKCallback

		カスタム FFT ライブラリのコールバック		CustomFFTCallback

		定義		CustomDefine

		初期化関数		CustomInitializer

		終了関数		CustomTerminator

		タスク実行時間を計測する		CodeExecutionProfiling		off

		関数の実行時間を計測する		CodeProfilingInstrumentation		off

		サードパーティ ツール		CodeCoverageSettings		off

		ブロックの作成		CreateSILPILBlock		None

		移植可能なワード サイズを有効にする		PortableWordSizes		off

		コード生成後のコマンド		PostCodeGenCommand

		ビルド ログの保存		SaveLog		off

		TLC コマンド ライン オプション		TLCOptions

		コード生成レポートを作成		GenerateReport		on

		レポートを自動的に開く		LaunchReport		on

		コードからモデルに		IncludeHyperlinkInReport		on

		モデルからコードに		GenerateTraceInfo		on

		モデルの Web ビューを生成		GenerateWebview		off

		削除された / バーチャル ブロック		GenerateTraceReport		on

		追跡可能な Simulink ブロック		GenerateTraceReportSl		on

		追跡可能な Stateflow オブジェクト		GenerateTraceReportSf		on

		追跡可能な MATLAB 関数		GenerateTraceReportEml		on

		静的コード メトリクス		GenerateCodeMetricsReport		on

		コードの置き換えをトリガーするブロックをまとめる		GenerateCodeReplacementReport		off

		コメントを含める		GenerateComments		on

		Simulink ブロックのコメント		SimulinkBlockComments		on

		Stateflow オブジェクトのコメント		StateflowObjectComments		on

		モデルへのトレースに使用		BlockCommentType		BlockPathComment

		コメントとして MATLAB ソース コードを含める		MATLABSourceComments		on

		消去されたブロックを表示		ShowEliminatedStatement		on

		Model default' ストレージ クラスに対する詳細なコメント		ForceParamTrailComments		on

		演算子の注釈		OperatorAnnotations		on

		Simulink ブロックの説明		InsertBlockDesc		on

		Stateflow オブジェクトの説明		SFDataObjDesc		on

		Simulink データ オブジェクトの説明		SimulinkDataObjDesc		on

		要件のブロック コメント化		ReqsInCode		off

		カスタム コメント (MPT オブジェクトのみ)		EnableCustomComments		off

		MATLAB ユーザー コメント		MATLABFcnDesc		on

		グローバル変数		CustomSymbolStrGlobalVar		rt$N$M

		グローバルなタイプ		CustomSymbolStrType		$N$M

		グローバルなタイプのフィールド名		CustomSymbolStrField		$N$M

		サブシステムのメソッド		CustomSymbolStrFcn		$N$M$F

		サブシステムのメソッド引数		CustomSymbolStrFcnArg		rt$I$N$M

		ローカルな一時変数		CustomSymbolStrTmpVar		$N$M

		ローカルなブロックの出力変数		CustomSymbolStrBlkIO		rtb_$N$M

		定数のマクロ		CustomSymbolStrMacro		$N$M

		共有ユーティリティ識別子の形式		CustomSymbolStrUtil		$N$C

		EMX 配列タイプ識別子の形式		CustomSymbolStrEmxType		emxArray_$M$N

		EMX 配列ユーティリティ関数識別子の形式		CustomSymbolStrEmxFcn		emx$M$N

		マングルの最小の長さ		MangleLength		1

		共有チェックサム長		SharedChecksumLength		8

		識別子の最大の長さ		MaxIdLength		31

		システム生成の識別子		InternalIdentifier		Shortened

		スカラーのインライン パラメーターの生成		InlinedPrmAccess		Literals

		信号名		SignalNamingRule		None

		パラメーター名		ParamNamingRule		None

		#define 定義名		DefineNamingRule		None

		シミュレーション ターゲットと同じ予約名を使用		UseSimReservedNames		off

		予約名		ReservedNameArray

		カスタム ストレージ クラスを無視する		IgnoreCustomStorageClasses		off

		テスト ポイント信号を無視		IgnoreTestpoints		off

		コメント スタイル		CommentStyle		Auto

		Polyspace コメントの挿入		InsertPolySpaceComments		off

		カスタム トークン テキスト		CustomUserTokenString

		標準の数学ライブラリ		TargetLangStandard		C89/C90 (ANSI)

		コード置換ライブラリ		CodeReplacementLibrary		None

		共有コードの配置		UtilityFuncGeneration		Auto

		コード インターフェイスのパッケージ化		CodeInterfacePackaging		Nonreusable function

		クラシック コール インターフェイス		GRTInterface		off

		浮動小数点数をサポートします		PurelyIntegerCode		off

		非有限数のサポート		SupportNonFinite		on

		複素数のサポート		SupportComplex		off

		絶対時間のサポート		SupportAbsoluteTime		on

		連続時間のサポート		SupportContinuousTime		on

		インラインでない S-Function のサポート		SupportNonInlinedSFcns		on

		可変サイズの信号のサポート		SupportVariableSizeSignals		off

		マルチワード タイプの定義		MultiwordTypeDef		System defined

		1 つの出力/更新関数		CombineOutputUpdateFcns		on

		終了関数の生成		IncludeMdlTerminateFcn		off

		MAT ファイルのログ		MatFileLogging		off

		リアルタイム モデル データ構造のエラー ステータス フィールドを削除		SuppressErrorStatus		off

		信号と状態の構造の統合		CombineSignalStateStructs		on

		かっこのレベル		ParenthesesLevel		Nominal

		キャスト モード		CastingMode		Nominal

		メイン プログラム例の生成		GenerateSampleERTMain		on

		#ファイル区切り文字を含める		IncludeFileDelimiter		Auto

		カスタム ファイル バナーを有効にする		ERTCustomFileBanners		on

		ヘッダー ファイル		ERTHeaderFileRootName		$R$E

		ソース ファイル		ERTSourceFileRootName		$R$E

		ファイル パッケージ化形式		ERTFilePackagingFormat		CompactWithDataFile

		データ ファイル		ERTDataFileRootName		$R_data

		完全なファイル バナーの生成		GenerateFullHeader		on

		rtwtypes.h にプリプロセッサ命令を作成		InferredTypesCompatibility		off

		ターゲット ライブラリ名に適用される接尾辞		TargetLibSuffix

		プリコンパイルされたライブラリの場所		TargetPreCompLibLocation

		関数 disable の削除		RemoveDisableFunc		off

		明示的な値の指定に関する LUT オブジェクト構造体の順序		LUTObjectStructOrderExplicitValues		Size,Breakpoints,Table

		等間隔指定に関する LUT オブジェクト構造体の順序		LUTObjectStructOrderEvenSpacing		Size,Breakpoints,Table

		動的サイズ文字列のバッファー サイズ (バイト)		DynamicStringBufferSize		256

		モデル データおよび関数のメモリ セクション パッケージ		MemSecPackage		--- None ---

		共有ユーティリティ関数のメモリ セクション		MemSecFuncSharedUtil		Default

		初期化/終了関数のメモリ セクション		MemSecFuncInitTerm		Default

		実行関数のメモリ セクション		MemSecFuncExecute		Default

		パラメーターのメモリ セクション		MemSecDataParameters		Default

		内部データのメモリ セクション		MemSecDataInternal		Default

		入出力のメモリ セクション		MemSecDataIO		Default

		定数のメモリ セクション		MemSecDataConstants		Default

		データ定義		GlobalDataDefinition		Auto

		データ宣言		GlobalDataReference		Auto

		エクスターナル モード		ExtMode		off

		生成コード内のデータ型名を置換する		EnableUserReplacementTypes		off

		if-elseif-else のパターンを switch-case ステートメントに変換する		ConvertIfToSwitch		on

		ファイル カスタマイズ テンプレート		ERTCustomFileTemplate		example_file_process.tlc

		ヘッダー ファイル テンプレート		ERTDataHdrFileTemplate		ert_code_template.cgt

		ソース ファイル テンプレート		ERTDataSrcFileTemplate		ert_code_template.cgt

		Rate Transition ブロック コード		RateTransitionBlockCode		Inline

		ヘッダー ファイル テンプレート		ERTHdrFileBannerTemplate		ert_code_template.cgt

		ソース ファイル テンプレート		ERTSrcFileBannerTemplate		ert_code_template.cgt

		データ定義の配置にデータ オブジェクトからオーナーを使用する		EnableDataOwnership		off

		ASAP2 インターフェイス		GenerateASAP2		off

		インデント サイズ		IndentSize		2

		インデント スタイル		IndentStyle		K&R

		改行スタイル		NewlineStyle		Default

		パラメーター構造体		InlinedParameterPlacement		NonHierarchical

		パラメーター調整レベル		ParamTuneLevel		10

		2 のべき乗での乗算を符号付きのビット単位シフトに置換		EnableSignedLeftShifts		on

		符号付き整数の右シフトを許可		EnableSignedRightShifts		on

		式のオペランドの順番を保持する		PreserveExpressionOrder		off

		関数の宣言で extern キーワードを保持する		PreserveExternInFcnDecls		on

		関数宣言に static キーワードを保持		PreserveStaticInFcnDecls		on

		if ステートメント内の条件式を保持する		PreserveIfCondition		off

		パラメーター用 C API の生成		RTWCAPIParams		off

		ルートレベル I/O 用 C API の生成		RTWCAPIRootIO		off

		信号用 C API の生成		RTWCAPISignals		off

		状態用 C API の生成		RTWCAPIStates		off

		信号の表示レベル		SignalDisplayLevel		10

		到達不可能な場合、Stateflow switch ステートメントの default ケースを生成しない		SuppressUnreachableDefaultCases		on

		ターゲット オペレーティングシステム		TargetOS		BareBoardExample

		boolean の true 識別子		BooleanTrueId		TRUE

		boolean の false 識別子		BooleanFalseId		FALSE

		32 ビット整数の最大識別子		MaxIdInt32		MAX_int32_T

		32 ビット整数の最小識別子		MinIdInt32		MIN_int32_T

		32 ビット符号なし整数の最大識別子		MaxIdUint32		MAX_uint32_T

		16 ビット整数の最大識別子		MaxIdInt16		MAX_int16_T

		16 ビット整数の最小識別子		MinIdInt16		MIN_int16_T

		16 ビット符号なし整数の最大識別子		MaxIdUint16		MAX_uint16_T

		8 ビット整数の最大識別子		MaxIdInt8		MAX_int8_T

		8 ビット整数の最小識別子		MinIdInt8		MIN_int8_T

		8 ビット符号なし整数の最大識別子		MaxIdUint8		MAX_uint8_T

		データ型制限識別子の置換ヘッダー ファイル		TypeLimitIdReplacementHeaderFile

		項目（% Simulink Coverage） コウモク		項目ラベル コウモク		(記述例) 値or仕様 キジュツ レイ アタイ シヨウ

		参照モデルのカバレッジを記録		CovModelRefEnable		off

		このモデルのカバレッジを記録		RecordCoverage		off

		カバレッジ解析を有効にする		CovEnable		off

		項目（% Simscape） コウモク		項目ラベル コウモク		(記述例) 値or仕様 キジュツ レイ アタイ シヨウ

		マシンに冗長な拘束が含まれる場合に警告		WarnOnRedundantConstraints		on

		初期拘束の数が不安定な場合に警告		WarnOnSingularInitialAssembly		off

		自動的に切断されたジョイントをマーク		ShowCutJoints		off

		ブロック線図の更新後にマシンを表示		VisOnUpdateDiagram		off

		シミュレーション中にアニメーションを表示		VisDuringSimulation		off

		端子の座標系のみを表示		ShowOnlyPortCS		off

		既定のボディ カラー (RGB)		DefaultBodyColor		[1 0 0]

		既定のボディ ジオメトリ		MDLBodyVisualizationType		Convex hull from body CS locations

		無効な視覚プロパティ		SimMechanicsInvalidVisualProperty		warning

		断面での重複した頂点		SimMechanicsCrossSectionNullEdge		warning

		接続されていない座標系端子		SimMechanicsUnconnectedFramePorts		warning

		接続されていないジオメトリ端子		SimMechanicsUnconnectedGeometryPorts		warning

		冗長なブロック		SimMechanicsRedundantBlock		warning

		競合する基準座標系		SimMechanicsConflictingReferenceFrames		warning

		剛性的に拘束されたブロック		SimMechanicsRigidlyBoundBlock		error

		非達成の高優先順位の状態ターゲット		SimMechanicsUnsatisfiedHighPriorityTargets		warning

		運動学的ループ内で過剰指定されたターゲット		SimMechanicsJointTargetOverSpecification		error

		モデルの更新時またはシミュレーション時に Mechanics Explorer を開く		SimMechanicsOpenEditorOnUpdate		on

		編集モード		EditingMode		Full

		陽的ソルバーが物理ネットワーク ブロックを含むモデルで使用されている		ExplicitSolverDiagnosticOptions		warning

		ゼロクロッシング コントロールが Simulink 全体で無効化されている		GlobalZcOffDiagnosticOptions		warning

		ノミナル値を使用して正規化		SimscapeNormalizeSystem		off

		シミュレーション データのログ記録		SimscapeLogType		all

		シミュレーション統計のログ記録		SimscapeLogSimulationStatistics		on

		データをシミュレーション データ インスペクターに記録		SimscapeLogToSDI		off

		シミュレーション後にビューアーを開く		SimscapeLogOpenViewer		on

		ワークスペース変数名		SimscapeLogName		simlog

		間引き		SimscapeLogDecimation		1

		データ点を制限		SimscapeLogLimitData		off

		操作点の初期化を有効にする		SimscapeUseOperatingPoints		off
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		項目（% Solver Configuration） コウモク		項目ラベル コウモク		(記述例) 値or仕様 キジュツ レイ アタイ シヨウ

		定常状態からシミュレーションを開始 テイジョウ ジョウタイ カイシ		DoDC		off

		整合性の許容誤差 セイゴウセイ キョヨウ ゴサ		ResidualTolerance		1.E-09

		ローカル ソルバーを使用 シヨウ		UseLocalSolver		off

		ソルバー タイプ		LocalSolverChoice		NE_BACKWARD_EULER_ADVANCER

		サンプル時間 ジカン		LocalSolverSampleTime		0.001

		固定コストでの実行時整合性の反復を使用 コテイ ジッコウ ジ セイゴウセイ ハンプク シヨウ		DoFixedCost		off

		非線形の反復 ヒセンケイ ハンプク		MaxNonlinIter		3

		モード反復 ハンプク		MaxModeIter		2

		線形台数 センケイ ダイスウ		LinearAlgebra		Sparse

		方程式の定式化 ホウテイシキ テイシキカ		EquationFormulation		NE_TIME_EF

		遅延メモリ割り当て[kB] チエン ワ ア		DelaysMemoryBudget		1024

		必要な場合に1次元/3次元接続でフィルター処理を適用する ヒツヨウ バアイ ジゲン ジゲン セツゾク ショリ テキヨウ		AutomaticFiltering		on

		フィルター処理時定数 ショリ ジテイスウ		FilteringTimeConstant		0.001
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